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現場で働く労働者―1

2
0
1
8
年
5
月
に
全
建

総
連
東
京
都
連
合
会
で
実
施

し
た
賃
金
調
査
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。調
査
に
参

加
、
協
力
し
た
仲
間
は
1
万

8
6
2
4
人
で
、
う
ち
有
効

回
答
数
は
1
万
7
4
1
1
人

分
。
「
け
ん
せ
つ
」
紙
上
で

は
、
い
く
つ
か
の
項
目
を
取

り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

〈
現
場
の
状
況
〉

・
部
材
に
不
備
が
あ
り
、
後
日
再

工
事
に
な
っ
た
場
合
、
再
工
事
分

の
費
用
が
出
な
い
。

・
ゼ
ネ
コ
ン
の
現
場
で
は
急
に
指

示
が
変
わ
る
こ
と
が
日
常
茶
飯
事

で
大
変
。

・
遠
い
現
場
が
増
え
て
、
高
速
代

や
ガ
ソ
リ
ン
代
も
ば
か
に
な
ら

ず
、
経
費
が
か
か
る
一
方
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
仕
事
が

多
い
話
を
聞
く
が
、
ど
こ
の
国
の

話
か
と
思
う
。

・
時
間
給
で
働
い
て
い
る
が
午
後

6
時
過
ぎ
の
稼
働
も
日
中
と
同
じ

単
価
で
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
、
1
日

13
時
間
の
内
1
時
間
は
カ
ッ
ト
さ

れ
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
な
る
。

・
駐
車
場
の
確
保
、
料
金
が
毎
回

大
変
。

・
追
加
変
更
を
見
て
く
れ
な
い
、

食
事
や
着
替
え
の
場
所
が
な
い
。

・
現
場
へ
の
交
通
費
（
高
速
代
）

が
以
前
は
往
復
で
支
給
さ
れ
て
い

た
が
、
数
年
前
か
ら
片
道
し
か
支

給
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
長
期
現

場
が
続
く
時
は
出
費
が
か
さ
む
。

全
額
支
給
し
て
ほ
し
い
。

・
塗
装
工
を
し
て
い
ま
す
。
屋
外

で
作
業
を
す
る
と
き
に
天
気
に
左

右
さ
れ
る
の
で
す
が
、
元
請
か
ら

の
工
期
が
厳
し
く（
特
に
月
末
）、

足
場
の
解
体
日
が
先
に
決
ま
っ
て

し
ま
い
、
雨
が
降
っ
て
も
構
わ
ず

作
業
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に

は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
作
業
す

る
の
が
苦
し
い
で
す
。
簡
単
に
終

わ
る
と
い
わ
れ
た
作
業
が
実
際
に

は
手
間
が
か
か
っ
た
り
、
余
計
な

仕
事
を
押
し
付
け
ら
れ
た
り
し

て
、
何
と
か
な
ら
な
い
も
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

・
リ
フ
ォ
ー
ム
現
場
に
は
ト
イ
レ

が
な
い
。
野
丁
場
で
も
最
後
は
ト

イ
レ
が
な
く
な
る
の
で
困
る
。

・
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
で
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
た
び
に
仕
事
に
影
響
が
出
る

ほ
ど
片
付
け
を
さ
せ
ら
れ
る
。
社

長
や
重
役
が
現
場
に
来
る
と
き

は
、
30
分
位
の
た
め
に
1
週
間
片

付
け（
大
成
、清
水
、大
林
な
ど
）。

・
手
、
ト
イ
レ
、
道
路
が
洗
え
ず
、

現
場
全
体
が
汚
か
っ
た
。

・
朝
は
5
時
半
集
合
で
午
後
9
時

頃
解
散
。
拘
束
時
間
が
長
い
。

・
元
請
が
余
計
な
仕
事
を
押
し
付

け
て
く
る
。
追
加
変
更
を
見
て
く

れ
な
い
。
食
事
や
着
替
え
の
場
所

が
な
い
。
暑
さ
、
寒
さ
対
策
が
さ

れ
て
い
な
い
。

・
近
く
の
公
園
な
ど
に
あ
る
と
、

ト
イ
レ
を
つ
け
て
く
れ
な
い
。

〈
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
〉

・
外
国
人
技
能
実
習
生
や
技
術
者

が
入
れ
な
い
現
場
が
あ
る
の
で
困

る
。

・
労
働
者
不
足
を
外
国
人
に
頼
る

こ
と
に
な
る
と
、
日
本
人
の
若
者

の
入
職
の
機
会
が
失
わ
れ
、
低
賃

金
が
続
く
要
因
と
な
る
の
で
は
と

思
う
。
低
賃
金
が
改
善
さ
れ
な
い

状
況
下
で
の
、
受
け
入
れ
拡
大
は

反
対
で
す
。

・
外
国
人
労
働
者
に
日
本
人
が
仕

事
を
奪
わ
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
心

配
。
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、

外
国
人
に
は
注
意
を
し
な
い
現
場

監
督
が
多
い
。

〈
社
会
保
険
に
つ
い
て
〉

・
社
会
保
険
料
の
負
担
が
大
き
い
。

高
校
生
2
人
を
持
つ
が
今
の
給
料

で
教
育
に
か
か
る
お
金
が
き
つ

い
。

・
社
会
保
険
の
場
合
は
、
法
定
福

利
費
と
し
て
請
求
で
き
る
が
、
土

建
国
保
は
認
め
て
も
ら
え
な
い
。

・
法
定
福
利
費
の
未
払
い
に
、「
行

政
処
分
」
と
「
罰
則
」
が
必
要
。

・
社
会
保
険
加
入
状
況
の
書
類
が

細
か
い
。
特
に
建
築
サ
イ
ト
の
対

応
が
大
変
。

・
諸
経
費
・
法
定
福
利
費
を
し
ぶ

ら
れ
る
。

〈
組
合
へ
の
要
望
〉

・
町
場
の
職
人
の
事
し
か
今
の
組

合
は
考
え
て
い
な
い
。
組
合
は
ど

こ
を
向
い
て
活
動
し
て
い
る
の

か
。
主
体
性
を
持
っ
て
活
動
し
て

ほ
し
い
。

・
組
合
で
現
場
は
変
え
ら
れ
る
が
、

賃
金
は
変
え
ら
れ
な
い
。
今
の
企

業
交
渉
の
や
り
方
で
は
無
理
。

〈
そ
の
他
〉

・
時
代
が
変
わ
り
、
建
て
る
世
代

が
若
い
人
に
な
り
、
町
場
の
職
人

の
出
番
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

・
消
費
税
を
払
わ
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
10
％
に
な
っ
た
ら
死

活
問
題
で
す
。

・
肉
体
労
働
で
、
朝
は
早
く
、
拘

束
時
間
も
長
い
た
め
、
若
い
入
職

者
は
魅
力
を
感
じ
な
い
と
思
う
。

せ
め
て
、
こ
れ
ら
に
見
合
っ
た
賃

金
を
払
え
る
よ
う
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
。

・
年
寄
り
と
最
近
の
若
い
人
と
は

考
え
方
も
違
う
の
で
、
相
互
の
話

し
合
い
が
必
要
だ
と
思
う
。
就
業

時
間
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帰
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

・
人
生
1
0
0
年
時
代
に
、
国
民

年
金
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
制

度
が
現
実
か
ら
あ
ま
り
に
も
か
け

離
れ
す
ぎ
て
い
る
。

・
ど
れ
ほ
ど
熟
練
し
た
技
術
を
も

っ
て
い
て
も
、
賃
金
・
単
価
に
限

度
が
あ
る
の
で
、
若
手
に
は
魅
力

的
に
は
感
じ
な
い
所
も
あ
る
。

・
建
退
共
を
申
請
で
き
る
環
境
が

厳
し
い
の
で
、
申
請
し
や
す
い
環

境
作
り
を
し
て
ほ
し
い
。

図
表
1
は
、「
働
き
方
別
賃
金
の

推
移
」。常
用
は
2
0
1
2
年
を
底

に
徐
々
に
で
は
あ
る
も
の
の
上

昇
。
2
0
1
8
年
の
日
額
で
は
月

約
36
万
円（
月
22
日
）と
な
り
、
賞

与
が
な
い
と
す
れ
ば
、
年
収
で
は

4
3
6
万
円
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

図
表
2
〜
5
は
「
仕
事
先
別
の

常
用
、
手
間
請
賃
金
の
推
移
」
。

町
場
の
現
場
（
図
表
2
）
で
は
、

穏
や
か
な
が
ら
も
近
年
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
現
場
（
図
表
4
）
で
は
、
常
用

が
2
0
0
7
年
以
降
で
は
最
も
高

い
賃
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。

図
表
6
は
、
「
回
答
数
の
多
い

5
職
種
の
常
用
賃
金
の
推
移
」
。

1
日
当
た
り
の
賃
金
で
は
、
電
工

が
最
も
高
く
、
内
装
以
外
の
職
種

は
前
年
に
比
べ
て
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。

図
表
7
は
、
「
働
き
方
別
賃
金

の
引
き
上
げ
、引
き
下
げ
状
況
」。

「
変
わ
ら
な
い
」
と
す
る
の
が
い

ず
れ
の
働
き
方
で
も
7
割
を
超
し

て
い
ま
す
。

図
表
8
は
、
「
設
計
労
務
単
価

と
常
用
賃
金
の
差
」
。
7
職
種
で

見
る
と
、
約
1
万
円
も
の
差
が
あ

る
の
は
、
塗
装
工
、
内
装
工
、
鉄

筋
工
で
、
常
用
（
平
均
）
賃
金
水

準
は
設
計
労
務
単
価
の
6
〜
8
割

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

標
準
見
積
書
で

賃
金
あ
が
る

図
表
9
は
、
「
常
用
・
手
間
請

・
一
人
親
方
の
年
齢
別
の
年
収
」。

45
〜
49
歳
を
ピ
ー
ク
と
す
る
賃
金

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
ま
す
。
ピ
ー

ク
の
年
齢
階
層
は
調
査
年
ご
と
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
2
0
1
7

年
に
5
0
0
万
円
を
超
す
階
層
が

見
ら
れ
、
わ
ず
か
ず
つ
で
あ
る
が

上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

図
表
10
は
、「
仕
事
先
別
、
週
休

2
日
制
の
状
況
」。施
主
か
ら
直
接

請
が
最
も
週
休
2
日
を
行
な
っ
て

お
り
、
不
動
産
建
売
会
社
の
現
場

が
最
も
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

図
表
11
は
、
「
契
約
状
況
の
推

移
」
。
2
0
1
4
年
以
降
で
は
特

に
雇
用
契
約
が
増
加
傾
向
に
あ
る

の
が
う
か
が
え
ま
す
。

図
表
12
は
、
「
標
準
見
積
書
と

支
払
い
賃
金
」
。
使
っ
て
い
る
場

合
は
、
い
ず
れ
も
支
払
い
賃
金
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

図
表
13
は
「
事
業
主
の
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
要
求
状
況
」。「
引

き
上
げ
要
求
し
た
」
の
が
2
割
に

満
た
な
い
状
況
が
4
年
間
も
続
い

て
い
ま
す
。

現場で働く労働者―2

詰
将
棋
の
解
答
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。

常
用
日
割
が
１
万
６
千
円
強

政
策
的
引
き
上
げ
効
果
わ
ず
か

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声


